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正月の縁起物『干し柿作り』
　三刀屋産直市（青空ふれあい市場）のメンバーが集まり、食
品加工所として新たに造られた作業場を借りて干し柿作りが行
われていました。
　正月には「干し柿・カチ栗・するめ」などがお供え物として
使われています。その干し柿は、渋柿を採るタイミングとその
時期の天候が大切で、皮むき・紐通しを行うとすぐに風通しの
良い軒下へつるすといったとても手間の掛
かる作業で作られています。
　特に干し柿はカビが生えないよう冷たい
風に当てることが重要とのことで、順調に
いけば作業から20日くらいで美味しい干
し柿になるそうです。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

う
新
体
制
と
な
っ
て
か
ら
３
年
目
の
節
目
と
な
り
、
７
月
に
は

改
選
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
体
制
で
は
、
担
い
手

へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
な
ど
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
農
業

委
員
会
の
最
も
重
要
な
業
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
農
地
中
間
管

理
事
業
の
見
直
し
に
お
い
て
も
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
関
す
る

地
域
の
話
し
合
い
に
農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
参
画
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
、
農
地
利

用
の
最
適
化
に
関
す
る
農
業
委
員
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
お
よ
び
行
政
等
関
係
機
関
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

農
業
委
員
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
せ

る
よ
う
、
本
年
も
精
一
杯
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
は
、
か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
未
来
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
優
良
農
地
は
守
り
そ
の
有
効
活
用
を

進
め
て
い
く
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に

と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

雲
南
市
農
業
委
員
会
は
、
優
良
農
地
の
確
保
、

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
な
ど
を
目
的
と
し
、
毎
年
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
地
番
が
記
入
さ
れ
た
図

面
を
利
用
し
、

①
再
生
が
可
能
な
荒
廃
農
地（
１
号
遊
休
農
地
）

②
周
辺
農
地
に
比
べ
著
し
く
劣
っ
て
い
る
農
地

（
２
号
遊
休
農
地
）

③
再
生
利
用
が
困
難
と
見
込
ま
れ
る
荒
廃
農
地

④
農
地
が
無
断
で
宅
地
な
ど
に
転
用
さ
れ
て
い

な
い
か

を
重
点
に
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　　

今
年
の
調
査
結
果
は

下
表
の
と
お
り
で
、
①

に
該
当
す
る
農
地
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
荒
廃

農
地
増
加
は
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
の
不
在
、
経
営
の
困

難
化
、
鳥
獣
被
害
に
よ

る
耕
作
放
棄
、
機
械
化

に
適
さ
な
い
農
地
な
ど

の
要
因
に
よ
る
も
の

で
、
農
業
者
個
々
の
力

で
は
打
開
で
き
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

国
の
「
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
」、

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

な
ど
の
諸
施
策

を
利
活
用
し
、

地
域
が
一
体
と

な
っ
て
食
糧
生

産
に
必
要
な
農

地
を
確
保
す
る

こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

令和元年度　農地利用状況調査（農地パトロール）結果
１号遊休農地 ２号遊休農地 合　計

筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡）
大 東 町 217 217,607 3 2,179 220 219,786 
加 茂 町 77 56,662 2 651 79 57,313 
木 次 町 135 89,930 9 9,024 144 98,954 
三刀屋町 118 76,716 2 4,106 120 80,822 
吉 田 町 31 21,435 0 0 31 21,435 
掛 合 町 73 55,221 0 0 73 55,221 
合　計

（前年比）
651

（83）
517,571

（54,086）
16

( ▲ 5）
15,960

( ▲ 3,014)
667

（78）
533,531
(51,072)

１号遊休農地とは…現に耕作されておらず（１年以上にわたって耕作されておらず）、かつ
引き続き耕作の目的に供されないと見込まれる農地（農地法第32条第
１項第１号）

２号遊休農地とは…利用の程度が周辺地域に比べ著しく劣っていると認められる農地（農地
法第32条第１号第２号）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査
報
告

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
雲
南
市
農
業
委
員
会
　
会
長
　
加か

藤と
う

　
一い

ち

郎ろ
う

農委だより

▶調査場所を地図で確認する様子

▶農地パトロールの様子

▶状況確認をする担当地区の農業委員・推進委員

農業委員会からのお知らせ　農地転用許可を受けたにも関わらず転用事業に着手されていない
事案が見受けられます。
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「視察研修」報告

　10月25日（金）、速水市長に対して雲南市農業振興施策に関する
「意見書」を提出しました。
　各地域で活動する農業委
員が農業や農家の現状を踏
まえ、農業委員活動や今後
の雲南市の農業振興施策の
改善のための意見として提
出したものです。

意見書の内容
　◆農業振興施策の拡充、支援について
　　①高付加価値化、販路拡大施策の支援
　　　について
　　②担い手確保・育成対策について
　　③農地保全対策について　　　
　◆有害鳥獣対策について
　◆畜産振興対策について　　　など

令和２年度雲南市農業振興施策に関する意見書を市長へ提出しました

　

そ
の
日
、
真
新
し
い
会
場
の
中
は
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
の
華
や
か
な
飾
り
で
彩
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
ご
縁
事
業
」
は
、「
秋
野

菜
で
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
作
り
～
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
郷
で
※
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
体
験
～
」

と
名
付
け
、
10
月
26
日
㈯
に
春
殖
地
区

振
興
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
春
殖
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
雲

南
市
農
業
委
員
会
女
性
委
員
の
活
動
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
元
野
菜
な
ど
の
食
材
準
備
と
下
ご
し
ら
え
、
メ
イ
ン
料
理
で
あ

る
「
つ
ち
の
と
舎や

」
の
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
を
一
緒
に
作
っ
た
り
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
に
あ
や
か
っ
た
カ
ボ
チ
ャ
の
ス
イ
ー
ツ
作
り
と
、
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
「
お
い
し
か
っ
た
」、「
楽
し
か
っ
た
」、

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と
満
足
し
て
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
忙
し

く
も
共
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
目
に
す
る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
使
用
さ
れ
た
大
型
テ
ン
ト
や

女性委員　ル
ポ
1026

秋野菜で
　グリーンカレー作り
秋野菜で
　グリーンカレー作り
秋野菜で
　グリーンカレー作り

～コウノトリの郷で
　　グランピング体験～

グリーンカレーとカボチャスイーツ

　雲南市農業委員会は10月下旬、農地パトロールなどにタブレット
を活用している「みよし市農業委員会」（愛知県）を視察しました。
　みよし市では、「田」については法人化が進み、ほぼ耕作されて
いるものの、「畑」については担い手がなかなかいないことから遊
休化が進んでおり、目視による利用状況調査では「筆界」が分から
ず正確に状況を把握することが難しいため、タブレットの導入が始
まったとのことです。
　導入の経緯等の説明を受けた後、現地に移動し、実際にタブレッ
トの操作体験をさせていただきました。画面には、地番および筆界
が明示された航空写真が表示され、操作者がその農地のどの位置に
いるかが示されます。加えて、前回の調査内容が検索できるように
なっていました。
　同市のやや丘陵地帯の地形に比べ、雲南市は中山間地であり、山
間を農地パトロールする際に紙の地図では苦労することも多く当委員会もこのような手法を整備・活用し、農地の
的確な状況把握とその有効利用に資したいものだと感じた次第です。

司
会
の
歌
手
門か
ど

脇わ
き

大だ
い

樹じ
ゅ

さ
ん
の
ラ

イ
ブ
等
、
毎
回
趣
向
を
凝
ら
し
た

こ
の
事
業
で
新
し
い
出
会
い
や
ご

縁
が
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
も
祈
り

な
が
ら
参
加
し
ま
し
た
。

※
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ：テ
ン
ト
設
営
、食
事
の
準

備
な
ど
の
よ
う
な
負
担
と
な
る
作
業
を
宿

泊
者
が
行
わ
な
く
て
済
む
キ
ャ
ン
プ

農委だより

みよし市農業委員会での説明

農業委員会からのお知らせ　農地転用許可を受けたら、速やかに転用事業に着手しましょう。

▶タブレットの操作体験の様子

グランピング体験の様子

女性委員による
野菜を使った
スイーツ作り
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編 

集
後 

記

　

先
日
、
明
治
時
代
に
作
製
さ
れ
た

古
地
図
が
地
域
か
ら
出
て
き
た
。

　

当
時
の
主
要
道
で
あ
る
木
次
大
東

線
、
そ
し
て
現
在
の
国
道
54
号
や
村

を
通
る
主
要
道
は
途
中
ま
で
描
か

れ
、
そ
の
後
開
通
し
て
い
る
。
そ
こ

に
描
か
れ
た
川
は
今
も
流
れ
る
が
当

時
は
川
床
が
高
く
、
雨
が
降
れ
ば
す

ぐ
浸
か
り
泥
状
化
し
民
家
は
山
近
く

の
高
台
に
点
在
し
た
。

　

曲
が
り
く
ね
っ
た
田
ん
ぼ
に
牛
を

入
れ
、
谷
の
奥
に
あ
る
田
畑
を
も
大

切
に
管
理
し
収
穫
し
て
き
た
。
農
地

を
大
切
に
し
、
牛
が
い
れ
ば
家
族
同

様
に
扱
い
、
こ
ぞ
っ
て
農
地
を
耕
作

し
て
き
た
時
代
は
い
つ
の
こ
と
だ
っ

た
の
か
。
い
つ
の
と
き
も
誰
し
も
そ

れ
に
見
合
う
収
入
を
模
索
し
一
生
懸

命
農
作
業
に
励
ん
で
い
た
こ
と
で
地

域
が
ま
と
ま
り
、
地
図
に
農
地
を
表

記
し
大
切
に
使
っ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　

し
か
し
、
百
数
十
年
後
の
今
、
大

規
模
な
地
域
営
農
法
人
化
が
進
み
、

農
地
を
集
約
し
大
型
機
器
に
対
応
で

き
る
よ
う
再
度
土
地
改
良
が
な
さ

れ
、
一
方
で
は
極
小
や
異
型
な
ほ
場

や
農
家
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
不
耕
作

地
が
増
え
荒
廃
し
て
い
く
。
挙
句
の

果
て
は
山
林
化
す
る
中
、
小
規
模
農

家
に
対
す
る
何
ら
か
の
施
策
を
一
考

い
た
だ
き
、
地
域
や
農
業
を
維
持
継

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

�

（
Ｈ
）

視
察
を
受
け
入
れ
ま
し
た

　
７
月
４
日　
高
知
県
香こ

う
南な

ん
市
農
業
委
員
会

　
８
月
19
日　
山
口
県
光
市
農
業
委
員
会

　
８
月
23
日　
鳥
取
県
倉
吉
市
農
業
委
員
会

　
11
月
14
日　
香
川
県
坂さ

か
出い

で
市
農
業
委
員
会

　
12
月
３
日　
山
口
県
下く

だ
松ま

つ
市
農
業
委
員
会

　
12
月
６
日　
広
島
県
安
芸
高
田
市
農
業
委
員
会

加茂小学校

54

㈱加茂遊学ファーム

Ａコープ

トライアル
至 宍道

至 木次

㈱加茂遊学ファーム

Ａコープ

トライアル
至 宍道

至 木次

　
加
茂
遊
学
フ
ァ
ー
ム
は
、
平
成
10
年
に
任
意
組
織
と
し
て
発
足
し
、
平
成
19

年
に
株
式
会
社
に
改
編
さ
れ
、
約
１
３
０
人
の
出
荷
者
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
家
直
営
施
設
で
、
現
在
は
町
内
１
ヵ
所
の
農
産
物
の
直
売
と
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
お
店
の
特
徴
は
、
地
元
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、
直
売
所
に
併
設
し
て
地
元

の
産
品
を
使
っ
た
惣
菜
な
ど
を
調
理
し
て
い
る
「
味
工
房　
旬し

ゅ
ん
さ
い彩
」
が
あ
り
、

出
来
た
て
の
惣
菜
な
ど
も
並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
乾
物
や
果
物
、
お
菓
子
な
ど
も
並
ん
で
い
ま
す
。
農
産
加
工
の
ほ
か
、

地
産
地
消
と
安
全
安
心
な
作
物
の
生
産
を
め
ざ
し
、
地
元
産
の
完
熟
た
い
肥
や

鶏
糞
焼
却
灰
（
ビ
ッ
ク
リ
灰
）、
籾も

み
が
ら
く
ん
た
ん

殻
燻
炭
、
ぼ
か
し
、
稲
わ
ら
な
ど
の
地
域

の
産
品
を
地
域
に
還
元
す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
、
市
内
外
の
方
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

雲
南
市内

にある
直売所を紹介しま

す

地域の

野菜マルシェ

地域の

野菜マルシェ

vol.5

加
茂
町
加
茂
中

㈱
加
茂
遊
学
フ
ァ
ー
ム

惣菜の調理の様子

岩
いわ

田
た

末
すえ

子
こ

さんと土
つち

江
え

曉
ぎょう

一
いち

社長

おすすめ特産品

　耕作放棄地の利活用をしている有
志の会「一粒の会」で生産されてい
る「エゴマ」を原料に加茂遊学ファー
ムで加工された商品です。
　エゴマは健康食品として注目され
血流改善や高血圧の予防や脳細胞の
活性化に効果があるといわれるα－リ
ノレン酸を多く含んでいるといわれています。

エゴマ煎餅　とうふうどん　えごまそば　えごま油
えごま若葉茶  （写真左上から）

～農業者の老後は国民年金だけでは不安です～

○加入できる方は…
　①国民年金第１号被保険者の方
　②年間60日以上農業に従事している方
　③20歳以上60歳未満の方
○積立方式 だから自分が掛けた金額は年金として 生涯もらえます。
　（仮に80歳より前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます）
○保険料は いつでも変更 できます。　月々２万円～６万７千円
○支払った保険料は全額社会保険料控除となり所得税や住民税等の 節税 
　になります。
○政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。
　例：認定農業者等で青色申告者の35歳未満の方は１万円（５割）の補助あり
　【問い合わせ先】
　　　　農業委員会またはお近くのJA各支店の農業者年金担当者へ

◎農業に従事する方の老後の安心に役立ちます。
国民年金　＋　農業者年金

農業者年金で安心・豊かな老後を農業者年金で安心・豊かな老後を農業者年金で安心・豊かな老後を 農
地
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農委だより


